
　

二
月
十
五
日

の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
「
保

育
所
落
ち
た
日

本
死
ね
！
」
と

い
う
、
ど
ぎ
つ

い
タ
イ
ト
ル
と

荒
っ
ぽ
い
表

現
で
投
稿
さ
れ
た
匿
名
ブ
ロ

グ
。
そ
の
反
響
は
瞬
く
間
に

広
が
り
、
Ｆ
Ｂ
上
の
「
同
意
」

「
激
し
く
同
意
」
は
数
万
を
超

え
、
Ｔ
Ｖ
各
社
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
等
で
も
話
題
に
な
っ
た
。

二
十
九
日
の
国
会
討
論
で
も

「
子
育
て
世
代
の
悲
鳴
。
本
音
、

本
質
だ
」
と
の
質
問
に
、
安

部
総
理
も
「
承
知
し
て
い
る
」

と
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
保

育
士
の
待
遇
改
善
の
必
要
性

等
を
答
弁
し
た
▼
そ
の
投
稿

へ
の
是
非
は
と
も
か
く
、
一

主
婦
の
生
の
訴
え
が
世
論
を
、

一
国
の
代
表
者
を
も
動
か
し

た
。「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を

目
指
す
な
ら
ば
、
現
場
の
実

態
や
生
の
声
を
聞
き
反
映
さ

せ
な
け
れ
ば
成
就
で
き
な
い

と
思
う
▼
政
策
委
員
会
と
県

議
会
経
済
労
働
委
員
会
の
合

同
勉
強
会
が
十
六
日
に
行
わ

れ
、
十
一
名
の
県
議
会
議
員
が

出
席
し
た
。
同
友
会
両
代
表

と
政
策
委
員
か
ら
は
、
県
内

中
小
企
業
が
直
面
し
て
い
る

人
手
不
足
や
人
材
育
成
、
建

築
単
価
問
題
・
鉄
軌
道
導
入

の
課
題
、
観
光
産
業
の
実
情

や
課
題
等
々
。
ま
た
筆
者
も

大
変
に
困
っ
て
い
る
有
能
な

女
子
社
員
の
産
休
・
育
休
代

替
と
保
育
所
問
題
。
そ
し
て

「
Ｉ
Ｔ
津
梁
ま
つ
り
」
の
活
気

や
貢
献
も
報
告
さ
れ
た
▼
出

席
し
た
県
議
か
ら
は
、「
生
々

し
い
話
で
目
が
覚
め
た
思
い
」

「
企
業
家
で
あ
り
な
が
ら
社
員

の
立
場
を
考
え
て
の
提
言
に

感
動
し
た
」「
ぜ
ひ
定
期
的
に
」

等
々
の
声
が
あ
っ
た
▼
同
友

会
の
目
的
「
よ
い
経
営
環
境

を
つ
く
る
」に
は
、我
々
の“
前

向
き
な
声
”
を
ア
ン
ケ
ー
ト

や
日
々
の
活
動
で
発
信
し
続

け
る
の
が
大
事
だ
。

　
二
十
歩
政
治
さ
ん
は
、広
島
県
呉
市
出
身
。沖
縄
に
来
て
二
十
年
。

業
務
は
、
那
覇
港
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
「
モ
ビ
ー
デ
ィ
ッ

ク
号
」
と
水
中
観
光
船
「
オ
ル
カ
号
」
で
沖
縄
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
㈲
ウ
エ
ス
ト
マ
リ
ン
の
常
務
取
締
役
総
支
配
人
で
す
。

人
と
の
出
会
い
で
　
　
　

沖
縄
で
頑
張
ろ
う
と
決
意

　

当
初
は
本
社
が
広
島
に
あ

り
、
沖
縄
で
の
事
業
を
担
当
。

十
五
年
前
に
起
き
た
９
・
11
同

時
多
発
テ
ロ
で
、
沖
縄
の
観
光

関
連
企
業
は
か
な
り
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
、
県
内
企
業
に
は
国
か

ら
緊
急
融
資
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ウ
エ
ス
ト
マ
リ
ン
は
本
社

が
広
島
と
い
う
こ
と
で
、
緊
急

融
資
の
対
象
外
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
際
、
周
囲
か
ら
沖
縄

に
拠
点
を
移
す
こ
と
を
熱
心
に

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
二
十
歩
さ

ん
自
身
は
、
沖
縄
の
勤
務
を
終

え
た
ら
広
島
に
戻
る
つ
も
り
で

い
ま
し
た
が
、「
そ
れ
じ
ゃ
沖

縄
で
頑
張
ろ
う
」
と
決
意
。　

　

当
初
は
な
か
な
か
沖
縄
に
馴

染
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
親
身

に
協
力
し
て
く
れ
る
人
た
ち
と

の
出
会
い
が
、
沖
縄
に
ど
っ
ぷ

り
ハ
マ
る
き
っ
か
け
に
。
な
ん

と
い
っ
て
も
沖
縄
の
人
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
が
素
晴
ら
し
い
と

語
り
ま
す
。

座
右
の
銘
も
一
期
一
会

　

経
営
理
念
は
「
一
期
一
会
の

精
神
」「
日
々
一
生
懸
命
」「
互

い
に
敬
意
を
払
い
、
思
い
や
り

の
あ
る
助
け
合
い
の
心
」。色
々

な
人
と
の
出
会
い
は
今
日
だ
け

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
最

高
の
お
も
て
な
し
を
し
て
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
。
商
売
で
も
社

会
生
活
で
も
一
番
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

お
客
様
満
足
度
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
社
員
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
外
部
講
師
を
呼
ん

で
の
マ
ナ
ー
接
客
研
修
等
を
開

催
、
船
員
を
含
め
全
社
員
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
観
光
の
お
客
様
も

外
国
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
外
国
人
社
員
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
社
員
採
用
は
、
マ
ニ

ラ
等
現
地
で
直
接
面
接
を
行

い
っ
て
い
ま
す
。
中
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
な

ど
多
国
籍
職
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

同
友
会
で
の
メ
リ
ッ
ト
は

　

知
人
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が

入
会
の
き
っ
か
け
。
同
友
会
で

は
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
魅

力
的
で
す
。
沖
縄
で
は
特
に
横

の
つ
な
が
り
が
強
く
、
他
県
か

ら
来
て
人
脈
を
広
げ
る
機
会
が

も
て
た
こ
と
が
大
き
い
。
何
物

に
も
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
を
信
頼
し
て
く
れ
た
方

た
ち
へ
の
恩
返
し
が
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開

　

沖
縄
の
人
へ
の
恩
返
し
と
し

て
、
自
身
の
能
力
を
沖
縄
の
た

め
に
役
立
て
た
い
と
い
う
思
い

を
事
業
に
し
ま
し
た
。
暖
か
い

沖
縄
で
で
き
る
作
物
が
冬
場
の

県
外
に
人
気
が
あ
り
、
沖
縄
の

「
こ
だ
わ
り
農
家
の
こ
だ
わ
り

作
物
」
を
県
外
へ
販
売
し
て
い

ま
す
。
物
販
も
観
光
サ
ー
ビ
ス

も
最
高
の
も
て
な
し
を
お
届
け

し
た
い
。

　

沖
縄
と
広

島
は
厳
し
い

戦
争
体
験
か

ら
復
興
し
た

と
い
う
共
通

点
が
あ
り
ま

す
。
広
島
は

緑
が
多
い
の

で
、
沖
縄
も

緑
を
増
や
し
て
ソ
フ
ト
の
人
間

性
に
ハ
ー
ド
を
プ
ラ
ス
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄

と
広
島
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う

広
島
県
人
会
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
野
球
一
筋

　

野
球
は
三
度
の
飯
よ
り
好
き

で
、
自
称
評
論
家
。
語
り
出
す

と
時
間
を
忘
れ
ま
す
。
野
球
関

係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広

く
、
応
援
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん

「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
」。

　

沖
縄
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
。
熱
い
思
い
で
今
日
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

（
オ
フ
ィ
ス
あ
る
ふ
ぁ
・
青
山

喜
佐
子
）

㈲ウエストマリン　常務取締役総支配人 二
に

十
じゅう

歩
ぶ

政
まさ

治
はる

氏

一期一会を大切に　最高のおもてなしを
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に
紀
世
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紀
世
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※今からご予定下さい。
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③同友会は、他の中小企業団体と
も提携して、中小企業をとりま
く社会・経済・政治的な環境を改
善し、中小企業の経営を守り安
定させ、日本経済の自主的・平
和的な繁栄をめざします。

同友会三つの目的
「よい会社、よい経営者、

よい経営環境をめざす」



験
し
て
頂
け
る
県
内
最
大
級
の

Ｉ
Ｔ
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
県

内
Ｉ
Ｔ
企
業
や
学
校
な
ど
が
出

席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
紹

介
・
展
示
す
る
ほ
か
、
タ
ッ
チ

タ
イ
ピ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
や
子

供
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
子
供
向
け
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、「
未
来

の
Ｉ
Ｔ
人
財
育
成
」
に
繋
げ
る

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
度
に
続
き
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
、Ｖ
Ｒ
に
加
え
て
、

今
年
は
、
フ
ラ
イ
ト
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
や
、
対
話
型

ロ
ボ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
君
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
大
人
気
で
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
Ｐ
Ｋ
対
決

な
ど
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

大
人
も
子
供
も
み
ん
な
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。来
場

者
か
ら
は
、「
ド
ロ
ー
ン
の
講
演

会
を
聞
い
て
、今
後
の
可
能
性

が
聞
け
て
楽
し
み
」「
ペ
ッ
パ
ー

君
と
対
話
が
で
き
Ｉ
Ｔ
を
身
近

に
感
じ
た
」
等
の
多
く
の
ア
ン

　

一
月
二
二
日
～
一
月
二
三
日

の
二
日
間
、
豊
見
城
市
民
体
育

館
に
お
い
て
「
Ｉ
Ｔ
津
梁
ま
つ

り
二
〇
一
六
」
が
開
催
さ
れ
、

五
四
〇
〇
名
の
来
場
者
数
が
あ

り
、
大
盛
況
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
沖
縄
県
よ
り
委
託

さ
れ
た
、
公
益
社
団
法
人
沖
縄

県
情
報
産
業
協
会
、
沖
縄
県
中

小
企
業
家
同
友
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ロ
ム
沖
縄
推
進
機
構
、
㈱

ケ
イ
オ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
よ

る
「
未
来
の
Ｉ
Ｔ
人
材
創
出
促

進
事
業
受
託
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
を
結
成
し
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
内
閣
府
沖
縄
総

合
事
務
局
や
沖
縄
県
教
育
委
員

会
を
は
じ
め
、
昨
年
を
上
回
る

団
体
や
企
業
か
ら
ご
後
援
を
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業

か
ら
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
津
梁
ま
つ
り
の
ね
ら
い

は
、幅
広
い
世
代
の
学
生
（
小
・

中
・
高
・
専
・
大
）
を
対
象

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
、
Ｉ
Ｔ
を
体

ケ
ー
ト
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
場
の
先
生
と
、
企
業
側
の

経
営
者
や
就
職
担
当
者
に
よ

る
、
意
見
交
換
会
で
は
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
意
見
交
換
が
で
き
、

お
互
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
い

う
意
見
も
多
く
頂
き
ま
し
た
。

（
㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
沖
縄　

大

城
純
一
郎
）

　

女
性
活
躍
推
進
法
が
二
八

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。（
当
面
は
、
従
業
員

三
〇
一
人
以
上
の
企
業
に
対
し

て
行
動
計
画
の
策
定
が
義
務
）

　

県
内
は
中
小
企
業
が
多
い

た
め
、
男
女
の
差
が
な
く
、

女
性
活
躍
は
進
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
女
性
活

躍
の
数
値
と
し
て
、「
女
性
採

用
比
率
」「
勤
続
年
数
の
男
女

差
」「
女
性
管
理
職
の
比
率
」

「
労
働
時
間
の
状
況
」
な
ど
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

世
界
各
国
の
男
女
平
等
度
合

い
の
指
数
化
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
）
で
は
、
日
本
は

一
四
五
ヵ
国
の
う
ち
一
〇
一
で

か
な
り
低
い
で
す
ね
。
こ
の
指

数
は
、「
経
済
」「
教
育
」「
健
康
」

「
政
治
」
の
四
分
野
に
お
け
る
男

女
格
差
を
総
合
し
て
割
り
出
し

ま
す
。
識
字
率
や
高
校
ま
で
の

教
育
水
準
で
は
世
界
一
位
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
「
経
済
」

と
「
政
治
」
の
分
野
で
指
導
的

な
立
場
に
い
る
女
性
が
少
な
い

た
め
順
位
が
低
い
の
で
す
。
経

済
と
政
治
の
分
野
は
、
大
き
な

影
響
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
女
性
の
出

番
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

数
値
を
あ
ま
り
気
に
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
手
不

足
、
採
用
難
か
ら
女
性
活
用
が

進
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。
女
性

に
や
ら
せ
て
み
る
と
う
ま
く

い
っ
た
な
ど
。

　
女
性
管
理
職
と
し
て
活
躍
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
い
き
な
り
役

職
に
就
け
る
の
で
は
な
く
教
育
や

業
務
経
験
な
ど
の
準
備
が
必
要
で

す
。「
役
職
に
就
く
と
仕
事
が
教

え
る
」「
自
然
に
育
つ
」
な
ど
と

放
任
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
女
性

活
躍
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
仕
事

と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
、
②
キ
ャ
リ

ア
の
支
援
で
す
。
①
で
は
女
性
に

限
ら
ず
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環

境
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
残
業
削
減
や
労
働
時
間

の
見
直
し
な
ど
。
②
で
は
仕

事
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
公

平
な
教
育
訓
練
で
す
。
女
性

目
線
で
の
業
務
改
善
や
新
た

な
発
想
が
出
た
り
し
ま
す
。

　

女
性
活
躍
と
同

時
に
男
女
と
も
に

働
き
方
改
革
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

オ
メ
ガ
３
系
脂
肪
酸
て
？

　

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン

タ
エ
ン
酸
）・
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
は

脂
肪
酸
と
呼
ば
れ
る
脂
肪
の

構
成
成
分
で
、
青
魚
に
多
く

含
ま
れ
ま
す
。
脂
肪
酸
に
は

幾
つ
か
分
類
が
あ
り
、
Ｅ
Ｐ

Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
不
飽
和
脂
肪

酸
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
多
価

不
飽
和
脂
肪
酸
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸

は
、更
に
ω-

３（
オ
メ
ガ
３
）

系
と
ω
６
（
オ
メ
ガ
６
）
系

に
分
け
ら
れ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ

Ｈ
Ａ
は
オ
メ
ガ
３
系
脂
肪
酸

で
す
。

　

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
体
に

と
っ
て
重
要
な
脂
肪
酸
で
す

が
、
体
内
で
多
く
は
作
れ
な

い
た
め
、
食
事
か
ら
摂
取
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
食
生
活
の
欧
米
化
や

調
理
に
よ
っ
て
、
現
代
の
食

事
で
は
理
想
の
摂
取
量
に
達

し
ま
せ
ん
。

う
つ
症
状
を
和
ら
げ
る

　

ラ
バ
ル
大
学
は
四
十
～
五
五

歳
の
女
性
百
二
十
人
を
二
群
に

分
け
、
一
方
に
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
計

一
ｇ
含
ん
だ
ゲ
ル
カ
プ
セ
ル
三

つ
を
毎
日
八
週
間
摂
取
し
て
も

ら
い
、
も
う
一
方
に
は
ひ
ま
わ

り
油
（
オ
メ
ガ
６
系
脂
肪
酸
）

を
含
ん
だ
ゲ
ル
カ
プ
セ
ル
を
同

様
に
飲
ん
で
も
ら
う
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
摂
取

し
た
群
は
心
理
的
苦
痛
と
軽
度

の
う
つ
病
の
症
状
が
有
意
に
改

善
し
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

難
聴
予
防
に
も
　
　
　

　

米
ブ
リ
ガ
ム
・
ア
ン
ド
・
ウ

イ
メ
ン
ズ
病
院
の
研
究
で
は
、

六
万
五
千
人
余
り
の
女
性
を

一
九
九
一
～
二
〇
〇
九
年
に
追

跡
調
査
し
、
こ
の
内
千
六
百
六

人
が
難
聴
を
発
症
し
、
分
析
の

結
果
、
週
二
回
以
上
魚
を
食
べ

る
女
性
で
は
、
稀
に
し
か
食
べ

な
い
女
性
よ
り
も
難
聴
リ
ス
ク

が
二
〇
％
低
く
、
具
体
的
に
は

魚
介
類
に
多
く
含
ま
れ
る
オ
メ

ガ
３
系
脂
肪
酸
の
摂
取
量
が
難

聴
リ
ス
ク
の
低
下
と
関
連
し
て

い
ま
し
た
。

　
「
後
天
性
難
聴
に
か
か
る
率

は
高
く
、
生
活
に
支
障
を
き
た

す
慢
性
疾
患
と
な
る
事
が
多

い
。
加
齢
に
伴
う
聴
力
低
下

は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら

れ
が
ち
だ
が
、
危
険
因
子
が

特
定
で
き
れ
ば
、
後
天
性
難

聴
を
防
い
だ
り
、
遅
ら
せ
た

り
す
る
た
め
の
新
た
な
手
掛

か
り
が
得
ら
れ
る
。
ど
の
種

類
の
魚
介
類
（
赤
身
魚
、
白

身
魚
、
貝
・
甲
殻
類
）
で
も

リ
ス
ク
が
低
下
す
る
傾
向
が

あ
る
。
今
回
の
結
果
は
、
食

事
が
後
天
性
難
聴
の
予
防
に

重
要
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
」
と
病
院
は
述
べ

て
い
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
研
究
で
は
魚
の

摂
取
量
と
難
聴
予
防
の
関
連

性
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
直

接
の
因
果
関
係
は
証
明
し
て

い
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｔ
津
梁
ま
つ
り
２
０
１
６

Ｔ
津
梁
ま
つ
り
２
０
１
６

Ｉ
Ｔ
を
楽
し
く
体
験
、
身
近
に
！！

Ｉ
Ｔ
を
楽
し
く
体
験
、身
近
に
！！

青
魚
を
食
べ
て
老
化
予
防
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女
性
活
躍
推
進
法

                          

女
性
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け
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く

女
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活
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女
性
だ
け
で
な
く

星 真理 
1961年生まれ
神奈川県三浦郡葉山町出身
㈱BELLz 取締役
28歳の時に分子整合栄養医学
と出会い、29歳で分子栄養学
研究所(於東京)公認ヘルスイ
ンストラクターの資格を取得
大学での講義や県内外各地で
のセミナー講師、沖縄県警察
学校での講師などで活躍中

白熱したレースが展開された「ＥＴロボコン」

ロボットやボイスレコーダー製作も体験 沖縄高専のコーナー

ペッパー君大人気 園児たちも興味津々

離島高校生交流サミットの様子 ゲームにチャレンジ

2016年合同入社式
新入社員研修会
2016年合同入社式
新入社員研修会
日　時
４月４日（月）午前10時～
４月５日（火）午後５時
　
会　場
ユインチホテル南城
　
申込締切
３月25日（金）

※詳細はご案内を参照下さい。
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　ご無沙汰しています、山原です。
　さて、このシリーズのテーマっ
てのは、『販売活動を行う際は、
きちんと市場を理解して最適な
打ち手をとりましょう』。んで、

『その打ち手が集約されるのが、
キャッチコピーなんです』、とい
う話。
　市場を理解するための基本技が
３Ｃ分析。ざっくりいうと、自社
及び自社の商品の『強み』を理解
し、それを顧客に『あてていく』。
そして競合との関係を整理する。
その際に考慮すべき重大テーマが
いわゆる『弱者の戦略』というこ
とになりますが、では、顧客って
誰？みんなちゃんとわかってる？
知ってる？理解している？顔が
ちゃんと浮かぶ？社員全員が意識
してる？
　ということで、今回はＢ to Ｃ
について考えます。
　Ｂ to Ｃの場合は、実はじゃっ
かん複雑で、直販もあれば販売店
さん経由もあるし、販売店経由の
場合は、買い取りもあれば委託も
あるという…。それぞれのケース
で、どうやってエンドユーザーに
アプローチしていくかを考えなけ
ればいけないわけで…どうしよ
う。
　まあ、直販の場合は、アンケー
トってのが王道で
すね－詳しくは紙
幅の都合で次の機
会にお話しすると
して、あと、店長
さん、販売員さん
がお客様とどれだ
け『意識して』お
話しているか－傾
聴しているかが大

事ですよね。まあ、これも深堀す
るときりがないので、端折ります
が。
　続いて販売店さんにお願いして
売ってもらうケース。委託と買取
がありますが、どちらの場合でも、
基本は顧客が二重構造になってい
るということ。つまり販売店さん
自身もお客様だし、その先にユー
ザーさんがいるという構造。
　なので、販売店さんに対する理
解が大事。その中で基本のキが、

『その販売店さん、実際に売る力
あるの？』という問い。この場合、
担当者レベルだと、よく勘違いし
がちなのが売る力がない、と売る
気がないの見分け。やはり、ここ
は営業マンに任せず、トップある
いはトップ層が実際に販売店さん
を訪問して、話をするべきだと思
います。
　それで売る力がない、と判断し
たら、販売コストを考えて営業ア
プローチを低減させる－ついで営
業に切り替えるか、ルートのメン
テに大きな影響がある場合は切る
しかない。
　やっちゃいけないのが、『あの
店、好きだからテコ入れすればな
んとかなる、化けるんじゃないか、
いや大化けさせよう』というやつ。
まあ、時間とお金があり余ってる
んだったら別ですけどね。なんか
暗い話になっちゃった…。
では、続きは次回、チャンネルは
そのままで（ふる）。

のののキャッチコピーのつくり方 Vol.3

売れるチカラ！ OKINAWA　代表　山原朝哉
プロフィール

「中小企業の経営活動そのものが地域貢献である」という考えのも
と、沖縄の発展に貢献する企業の役に立つため、経営コンサルティ
ング、マーケティング・コンサルティングを中心に活動しています。
特にファシリテーションやコーチングによる社員を巻き込んだコン

サルテーションを得意としており、コミュニケーション能力の育成を通してクライア
ント企業の社員のやる気・元気を引き出しています。
・旧姓　辺土名朝哉
・沖縄県那覇市出身
・沖縄県立那覇高等学校
・私立法政大学法学部政治学科卒
・（財）沖縄県産業振興公社登録専門家

売れる！チカラ　OK INAWA
ホームページ↓
ht tp : / / u r e c h i k a . c om/

＜浦西支部会員＞ ＜那覇支部会員＞

新会員オリエンテーションで紹介者から新
会員さんを紹介しました

第６回新人フォローアップ研修会で学びを
発表する受講生たち

第14期社長・社員共育塾で発表する受講生
たち

中部支部共育寺子屋では「業績向上へ向け
た企画構想力」をテーマに開催

役員研修講座第5講で同友会運動の歴史と
理念を学んだ

那覇支部西地区＆うりずん＆千葉同友会合同
例会の様子

南部支部例会でグループ討論後、発表の
様子

碧の会新会員紹介企画で記
念撮影

那覇支部西地区＆うりずん＆千葉同
友会合同例会グループ討論の様子

 役員研修講座第５講で講師
をつとめた中村高明氏

那覇支部例会講師の㈱
八天堂の森光孝雅氏

障がい者雇用の実践に学んだ浦西
支部・健障者委員会学習会

浦西支部例会では三代目の取組みを池間守氏
が報告

41期経営指針作成講座修了式で記念の盾を手に記念
撮影

新会員オリエンテーションで同友会の歴史・
理念について語る宮里副代表理事

業種四部会交流会として軽ス
ポーツレクが行われました

北部支部例会でグループ討論の発表

同友会大学第８期大学院入学式・第１講
の様子

北部支部例会で報告する安次富
洋氏

南部支部例会で報告する
石原地江氏

同友会と県議会経済労働
委員会との合同勉強会

(3）2016年（平成28年）３月15日 第1358号（付録)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版
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め
様
々
な
職
業
を
体
験
し
て
お

り
ご
主
人
の
転
勤
で
宮
古
に
滞

在
し
た
経
験
も
。
人
と
会
う
仕

事
が
し
た
い
と
思
い
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
職
に
応
募
し
た

そ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
自
分

に
適
し
た
仕
事
だ
と
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、ス

タ
ッ
フ
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

に
と
っ
て
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
初
め
て
会
う
人
に
な
る
の
で

話
し
や
す
い
雰
囲
気
と
好
印
象

を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
気
を

使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。（
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
中
も
常
に
笑
顔
で
好

印
象
で
し
た
♪
）

　

会
社
の
雰
囲
気
を
訊
ね
る

と
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ
た

た
か
い
と
こ
ろ
が
魅
力
と
の

答
え
。
社
風
に
な
ら
い
、
営

業
さ
ん
と
登
録
ス
タ
ッ
さ
ん

の
架
け
橋
と
し
て
頑
張
り
た

い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

人
材
派
遣
の
現
場
で
思
う

事
は
、女
性
の
働
き
方
に
つ
い

て
。
三
〇
代
、四
〇
代
の
女
性

は
出
産
や
子
育
て
、旦
那
さ
ん

の
転
勤
な
ど
で
働
き
方
が
変

化
し
ま
す
。
子
育
て
が
終
わ
り

い
ざ
働
こ
う
と
し
て
も
現
場

感
を
取
り
戻
す
の
は
大
変
で

す
。
山
内
さ
ん
は
、自
身
も
経

験
し
た
事
な
の
で
女
性
に
は

自
分
の
環
境
に
合
わ
せ
た
働

き
方
が
必
ず
あ
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
た
い
と
話
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
時
代
を
迎

え
、ま
す
ま
す
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
が
高

ま
る
時
代
。女
性
の
働
き
方

を
応
援
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
在
籍
す
る
人
財
パ

ワ
ー
㈱
に
、人
材
相
談
を
し

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

（
㈱
カ
リ
タ
ス　

根
橋
理
香
）

　

人
材
派
遣
、
職
業
紹
介
、

人
材
研
修
の
総
合
人
材
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
す
る
人
財
パ

ワ
ー
㈱
。
今
回
は
、
那
覇
市

壺
川
在
の
本
社
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
山
内
早
希
子
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

面
接
や
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ

ク
、
適
性
に
応
じ
た
お
仕
事

紹
介
は
じ
め
、
登
録
ス
タ
ッ

フ
と
の
連
絡
対
応
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
山
内

さ
ん
の
主
な
お
仕
事
。
ご
自

身
も
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
じ

人財パワー株式会社
（会員：代表取締役社長　新垣正美氏）

山
やま

内
うち

早
さ

希
き

子
こ
さん

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

ＵＲＬ／

那覇市壷川 1-4-15
098-854-3172
サービス業（人材派遣、職
業紹介）
http://www.j-power.co.jp/

　

東
村
の
つ
づ
じ
ま
つ
り
が
始

ま
り
、
う
り
ず
ん
の
季
節
ま
で

あ
と
少
し
。
今
年
も
、
県
内
各

地
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威

を
振
る
っ
て
い
る
。
寒
暖
の
差

が
大
き
い
の
で
、
体
調
管
理
に

は
気
を
配
り
た
い
。　
　
（
長
）

　

観
光
関
連
部
会
「
守
礼
ネ
ッ

ト
会
」
の
二
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
全
国
観
光
フ
ォ
ー
ラ

ムin

沖
縄
」
が
三
月
四
～
五

日
に
、モ
ビ
ー
デ
ィ
ッ
ク
号（
ウ

エ
ス
ト
マ
リ
ン
）、パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ホ
テ
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
四
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
報
告
と
実
際
に
見
学

し
ま
し
た
。第
一
分
科
会
は「
観

光
=
環
境
=
健
康
」、
第
二
は

「
人
が
つ
な
が
り
、
地
域
が
輝

く
那
覇
ま
ち
歩
き
」、
第
三
分

科
会
は
「
伝
統
と
革
新
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
古
都
首
里
に

活
力
を
」、第
四
分
科
会
は
「
増

え
る
外
国
人
観
光
客
を
つ
か
む

た
め
の
仕
掛
け
と
仕
組
み
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
報

告
と
現
地
見
学
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
観
光
産
業
か
ら

感
動
産
業
へ
～
地
域
・
人
が
輝

く
観
光
の

未
来
～
」

と
題
し

て
、（
公

財
）
沖
縄

県
文
化
振

興
会
理
事

長
の
平
田

大
一
氏
が

講
演
し
ま

し
た
。
次

号
で
詳
細

を
掲
載
し

ま
す
。

報
告
も
短
い
時
間
で
確
認
で
き

ま
す
の
で
、
各
支
部
や
全
体
的

な
活
動
な
ど
楽
し
み
に
拝
読
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
那
覇
支
部
／
あ
い
エ
フ
ピ
ー
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト  

大
浜
博

文
）

情
報
入
手
で
き
て
重
宝

　

あ
っ
！
私
の
写
真
も
載
っ

て
い
る･･･

。
事
務
所
を
与
那

原
町
に
移
転
し
た
同
時
期
に
同

友
会
に
入
会
し
ま
し
た
が
、
引

越
し
の
片
付
け
や
業
務
上
の
繁

忙
期
も
過
ぎ
た
頃
に
、
積
ん
で

い
た
ニ
ラ
イ
み
ら
い
の
新
聞
に

目
を
通
す
と
馴
染
み
の
顔
・
顔
・

顔
。
同
友
会
沖
縄
版
の
新
聞
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
夢
中

に
な
っ
て
過
去
の
記
事
も
読
み

漁
り
ま
し
た
。

　
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
は
、
沖

縄
の
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
活

動
・
活
躍
ぶ
り
が
載
っ
て
い
る

事
、
又
、
同
友
会
企
画
の
例
会

や
つ
ど
い
等
の
振
り
返
り
、
或

い
は
、
参
加
出
来
な
か
っ
た
会

合
の
情
報
入
手
等
が
出
来
る
の

で
、と
て
も
重
宝
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
の
皆
様
の
頑
張

り
が
反
映
さ
れ
た
新
聞
を
、こ
れ

か
ら
も
愛
読
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
南
部
支
部
／
伊
良
皆
と
も
子
税

理
士
事
務
所
・
伊
良
皆
と
も
子
）

意
外
な
一
面
を
発
見
す
る

楽
し
み
　
　
　
　
　
　
　

　

同
友
会
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

郵
送
物
の
中
で
楽
し
み
の
一
つ

が
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
で
す
。

　

毎
号
誰
が
ト
ッ
プ
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
知
り

合
い
の
会
員
さ
ん
は
掲
載
さ
れ

て
る
だ
ろ
う
か
？
と
な
る
べ
く

隅
か
ら
隅
ま
で
見
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

顔
見
知
り
の
会
員
さ
ん
が
記

事
の
中
で
紹
介
さ
れ
意
外
な
一

面
が
発
見
で
き
た
り
、
定
例
会

の
話
題
に
な
っ
た
り
と
ニ
ラ
イ

み
ら
い
は
同
友
会
活
動
に
お
い

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
情
報
紙

で
す
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ト
で
見
る
活
動
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